
シラバスの内容  
想定される教育内容の例  

含まれるべき事項   ねらい  

①地域福祉の基本的考え方  ○ 概念と範囲  定義  

その他  

地域福祉の基本的考え方（人権尊重、  

権利擁護、自立支援、地域生活支援、  

地域移行、社会的包摂等を含む。）に  

ついて理解する。   

地域福祉の主体と対象について理解  

する。   

地域福祉に係る組織、団体及び専門  

職の役割と実際について理解する。   

地域福祉におけるネットワーキング  

（多職種・多機関との連携を含む。）の  

意義と方法及びその実際について理  

解する。   

地域福祉の推進方法（ネットワーキン  

グ、社会資源の活用・調整・開発、福祉  

ニーズの把握方法、地域トータルケア  

システムの構築方法、サービスの評価  

方法を含む。）について理解する。   

○ 地域福祉の理念  人権尊重、権利擁護、自立支  

援、地域生活支援、地域移行、  

社会的包摂  

その他  

○ 地域福祉の発展過程  咋  

○ 地域福祉における住民参加  

の意義  

○ 地域福祉におけるアウトリー  

チの意義  

②地域福祉の主体と対象  ○ 地域福祉の主体  

○ 地域福祉の対象  

○ 社会福祉法  地域福祉の推進  

その他  

③地域福祉に係る組織、団休  

及び専門職や地域住民  、○ 行政組織と民間組織の役割  と実際  地方自治体、社会福祉法人、  

特定非営利活動法人、社会福祉  

協議会、民生委員・児童委員、  

共同募金、自治会、ボランティア  

組織、企業、生活協同組合、農  

業協同組合  

その他  

○ 専門職や地域住民の役割と  

実際  

社会福祉士、社会福祉協議会  

の地域福祉活動専門員、介護相  

談員、認知症サポーター、その  
他の者の役割  35   



シラバスの内容  
想定される教育内容の例   

ねらい   含まれるべき事項  

④地域福祉の推進方法   ○ネットワーキング（多職種・  ・ネットワーキング（多職種・  

多機関との連携を含む。）  多機関との連携を含む。）の意  

義と方法及び実際  

・その他  

○地域における社会資源の活  

用・調整・開発   用・調整・開発の意義や目的と  

留意点及びその方法と実際  

・その他  

○地域における福祉ニーズの  

把握方法と実際   法と実際  

・その他  

・量的な福祉ニーズの把握方  

法と実際  

・その他  

○地域トータルケアシステムの  

構築方法と実際   必要な要素  

・地域トータルケアシステムの  

構築方法と実際  

・その他  

・福祉サーヒスの第二者評価  

事業、ISO、QC活動、運営適  

正化委員会  

・その他   

36   



シラバスの内容  

想定される教育内容の例   
ねらい   含まれるべき事項   

・福祉の行財政の実施体制（国・都道  ○ 国の役割   ・法定受託事務と自治事務  

府県・市町村の役割、国と地方め関係、  ・その他  

財源、組織及び団体、専門職の役割を  
○都道府県の役割   ・福祉行政の広域的調整、事  

含む。）について理解する。  
業者の指導監督  

・その他  
・福祉行財政の実際について理解する。  

○ 市町村の役割   ・サービスの実施主体、介護保  

・福祉計画の意義や目．的、主体、方法、   険制度における保険者   

留意劇こついて理解する。  ■ その他  

○国と地方の関係   ・地方分権の推進  

・その他  

○福祉の財源   ■国の財源  

・地方の財源  

・保険料財源  

・民間の財源  

・その他  

・知的障害者更生相談所  

■婦人相談所  

・地域包括支援センター  

・その他  



シラバスの内容  
想定される教育内容の例   

ねらい   含まれるべき事項  

○福祉行政における専門職の  

役割   指導員  

・児童福祉司  

・身体障害者福祉司  

・知的障害者福祉司  

－その他  

②福祉行財政の動向  

③福祉計画の意義と目的   ○ 福祉計画の意義と目的  

○福祉計画における住民参加  

の意義  

○福祉行財政と福祉計画の開  

係  

④福祉計画の主体と方法   ○ 福祉計画の主体  

○ 福祉計画の種類   ・地域福祉計画、老人保健福  

祉計画、介護保険事業計画、  

障害福祉計画  

・その他  

○ 福祉計画の策定過程   ・問題分析と合意形成過程  

・その他  

○福祉計画の策定方法と留意  

占  ′llヽ  

○ 福祉計画の評価方法  
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シラバスの内容  
想定される教育内容の例   

ねらい   含まれるべき事項   

・障害者の生活実撃とこれを取り巻く社  ①障害者の生活実態とこれを  ○障害者の生活実態とこれを  

会情勢や福祉・介護需要（地域移行  取り巻く社会情勢、福祉・介護   取り巻く社会情勢   

A      や就労の実態を己む。）について理解  需要   
○障害者の福祉・介護需要  ・障害者の福祉・介護需要の  

する。  
（地域移行や就労の実態を含  実態  

む。）  ・障害者の地域移行や就労の  
・障害者福祉制度の発展過程について  

理解する。  
実態  

・その他  

・相談援助活動において必要となる障  
（診障害者福祉制度の発展過  ○障害者福祉制度の発展過  

程  
害者自立支援法や障害者の福祉・介  

護に係る他の法制度について理解す  ・障害者自立支援法の目的、   

る。  障害程度区分判定の仕組みと  

プロセス、支給決定の仕組み  

とプロセス、財源、障害福祉  

サービスの種類、障害者支援  

施設の種類、補装具・住宅改  

修の種類、自立支援医療、地  

域生活支援事業、苦情解決、  

審査請求、障害者自立支援制  

度の最近の動向  

・その他   
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シラバスの内容  
想定される教育内容の例   

ねらい   含まれるべき事項  

④障害者自立支援法における  

組織及び団体の役割と実際   

○ 都道府県の役割  

○ 指定サービス事業者の役割  

○国民健康保険団体連 

の役割  

○ 労働関係機関の役割   ・ハローワーク  

・その他  

○ 教育機関の役割   ・特別支援学校  

・その他  

○障害者自立支援制度におけ  

る公私の役割関係  

（9障害者自立支援法における  

専門職の役割と実際   
○ サービス管理責任者の役割  

○ 居宅介護従業者の役割  

⑥障害者自立支援法における  ○ 医療関係者との連携   ・連携の方法  

多職種連携、ネットワーキング   ○精神保健福祉士との連携  ・連携の実際  

と実際  tその他 

○障害程度区分判定時におけ  

る連携  

○サービス利用時における連  

携  

○労働関係機関関係者との連  

携  

○教育機関関係者との連携  

．二iO   
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シラバスの内容  

想定される教育内容の例   
ねらい   含まれるべき事項   

・現代社会における社会保障制度の課  ①現代社会における社会保障  ○ 人口動態の変化、少子高齢  

痘（少子高齢化と社会保障制度の関係   制度の課題（少子高齢化と社   化   

を含む。）について理解する。  会保障制度の関係を含む。）  ○ 労働環境の変化   ・男女共同参画  

・ワークライフバランス  
・社会保障の概念や対象及びその理念  

・その他  
等について、その発達過程も含めて理  

解する。  
②社会保障の概念や対象及  ○ 社会保障の概念と範囲  

びその理念  
○ 社会保障の役割と意義  

・公的保険制度と民間保険制度の関係  ○ 社会保障の理念  

について理解する。  
○ 社会保障の対象  

・社会保障制度の体系と概要について                                           ○ 社会保障制度の発達  

理解する。  ③社会保障の財源と費用   ○社会保障の財源  

○ 社会保障給付糞  

目               ・年金保険制度及び医療保険制度の〔  

体的内容について理解する。  
○ 国民負担率  

④社会保険と社会扶助の関係  ○ 社会保険の概念と範囲  

・諸外国における社会保障制度の概要  ○社会扶助の概念と範囲  
について理解する。  

⑤公的保険制度と民間保険制  

度の関係   険、民間介護保険  

・その他  

○ 年金保険制度の概要   ・制度の目的、対象、給付内容、  

財源構成  

・その他  



シラバスの内容  
想定される教育内容の例   

ねらい   含まれるべき事項  

○ 介護保険制度の概要   ・制度の目的、対象、給付内容、  

財源構成  

・その他  

○ 労災保険制度の概要   ・制度の目的、対象、給付内容、  

財源構成  

・その他  

○ 雇用保険制度の概要   ・制度の目的、対象、給付内容、  

財源構成  

・その他  

○社会福祉制度の概要   1制度の目的、対象、給付内容、  

財源構成  

■その他  

○ 生活保護制度の概要   ・制度の目的、対象、給付内容、  

財源構成  

－その他  

○ 家族手当制度の概要   ・制度の目的、対象、給付内容、  

財源構成  

・その他  

⑦年金保険制度の具体的内  ○ 国民年金  
容  

○ 厚生年金  

○ 各種共済組合の年金  

⑧医療保険制度の具体的内  ○ 国民健康保険  

容  ○ 健康保険  

0各種共済組合の医療保険  

●  
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シラバスの内容  
想恵される教育内容の例   

らい   含まれるべき事項   

・相談援助活動において必要となる医  （か 医療保険制度   ○ 医療保険制度の概要   ・高額療養費制度の概要   

療保険制度（診療報酬に関する内容を  ○ 医療費に関する政策動向   ・その他  

理解する。  
含む。）や保健医療サービスについて          ②診療報酬  ○ 診療報酬制度の概要  ・多様な居住の場における在  

宅療養   

・保健医療サービスにおける専門職の  
・ターミナルケアを支援する診  

役割と実際、多職種協働について理解  
療報酬制度  

する。  
・その他  

③保健医療サービスの概要   ○医療施設の概要  ・病院、特定機能病院、回復期  
○保健医療対策の概要  リハビリテーション病棟、地域  

医療支援病院、診療所  
・その他  

④保健医療サービスにおける  

専門職の役割と実際   
○インフォームドコンセントの  

意義と実際  

○ 保健師、看護師等の役割  

○作業療法士、理学療法士、  
言語聴覚士等の役割  

○医療ソーシャルワーカーの  ・医療ソーシャルワーカーの業  
役割  務指針  

・その他  

⑤保健医療サービス関係者と  ○ 医師、保健師、看護師等と   ・連携の方法  
の連携と実醸   の連携   ・連携の実際  

・医療チームアプローチの実際  
・その他  



シラバスの内容  

含まれるべき事項   
想定される教育内容の例   

ねらい  

・相談援助活動と法（日本国憲法の基  ①相談援助活動と法（日本国    ○相放援助活動において想定 ・福祉サービスゐ利用と契約   

本原理、民法・行政法の理解を含む。）   憲法の基本原理、民法・行政  される法律問題  ・消費者被害と消費者保護   

との関わりについて理解する。  法の理解を含む。）との関わり  ・自己破産  

・借家保証  

・相談援助活動において必要となる成  ■行政処分と不服申立   

年後見制度（後見人等の役割を含む。）  ・その他  

について理解する。  ○ 日本国憲法の基本原理の理 ・基本的人権の尊重   
解  ・その他  

・成年後見制度の実際について理解す  

る。  ○民法の理解 ・契約  

一不法行為   

・社会的排除や虐待などの権利侵害や  ・親族   

認知症などの日常生活上の支援が必  ・相続   

要な者に対する権利擁護活動の実際  ・その他  

について理解する。  ○行政法の理解  ・行政行為  

・行政事件手続  

・情報公開  
・その他  

田  ○成年後見の概要   ・成年被後見人の行為能力  

・成年後見人の役割  
・その他  

○保佐の概要  ・被保佐人の行為能力  

・保佐人の役割  
・その他  

○補助の概要  ・補助人の役割  

・その他  

○ 任意後見  

0民法における親権や扶養め  
概要  
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シラバスの内容  
想定される教育内容の例   

ねらい   含まれるべき事項  

③ 日常生活自立支援事業   ○日常生活自立支援事業の概  ・専門員の役割  

要  ・生活支援員の役割  

一日常生活自立支援事業の最  

近の動向  

・その他  

④成年後見制度利用支援事  

業   の概要  

⑤権利養護に係る組織、団  ○ 家庭裁判所の役割  

体の役割と実際  
○ 法務局の役割  

○ 市町村の役割（市町村申立）  

○ 弁護士の役割  

○ 司法書士の役割  

○ 社会福祉士の活動の実際  

○認知症を有する者への支援の  

実際  

○消費者被害を受けた者への  

対応の実際  

○被虐待児・者（高齢者を含  

む。）への対応の実際  

○アルコール等依存者への対応  

の実際  

○非行少年↑の対応の実際  

○ ホームレスヘの対応の実際  

○多聞題重複ケースヘの対応  

の実際  



シラバスの内容  
想定される教育内容の例   

ねらい   含まれるべき事項   

・低所得階層の生活実態とこれを取り  ①低所得階層の生活実態とこ  ○低所得者層の生活実態とこ  ・低所得者層の生活実態とこ   

巻く社会情勢、福祉需要とその実際に   れを取り巻く社会情勢、福祉需  れを取り巻く社会情勢、福祉需  れを取り巻く社会情勢、福祉需   
ついて理解する。  要と実際   要   要の実態  

・その他  

・相談援助活動において必要となる生  ○生活保護費と保護率の動向  ・生活扶助、医療扶助、その他  
活保護制度や生活保護制度に係る他  

の扶助等の動向  
の法制度について理解する。  

②生活保護制度   ○ 生活保護法の概要   ・生活保護法の目的・、基本原  

・自立支援プ占グラムの意義とその実  
理、保護の原則、保護の種類   

際について理解する。  
と内容、保護の実施機関と実  

施体制、保護の財源、保護施  

設の種類、被保護者の権利及  

び義務、生活保護の最近の動  

向  

・その他  

③生活保護制度における組織  

及び団体の役割と実際   
○ 都道府県の役割  

○ 市町村の役割  

○ ハローワークの役割  

④生活保護制度における専門  

職の役割と実際   ○査寧指導員の役割  

⑤生活保護制度における多職  ○保健医療との連携   
■■一－■■■■●－－－－■－■－■－一一－●■－－■■■－■■■  

・連携の方法  

種連携、ネットワーキングと実    ○労働施衰との連携  ・連携の実際  

際  
●－■■■■－－－－－■－－－■■－■－－－－－－－■■●－■  

○その他の施策との連携  47  



シラバスの内容  
想定される教育内容の例   

ねらい   含まれるべき事項  

⑥福祉事務所の役割と実際   ○ 福祉事務所の組織体系  

○福祉事務所の活動の実際  

⑦自立支援プログラムの意義  

と実際   ○自立支援プログラムの作成  

過程と方法  

○ 自立支援プログラムの実際  

⑧ 低所得者対策   ○ 生活福祉資金の概要  

○低所得者に対する自立支援  

の実際  

○ 無料低額診療制度  

⑨低所得者へ住宅政策   ○ 公営住宅  




